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【愛称決定！】 

武雄市東川登町に出現した「新幹線×高速道路×国道」 

が立体交差する全国的にも珍しいスポット 
 

武雄市東川登町（武雄南インターチェンジ付近）に出現した「西九州新幹線×西九州自動

車道×国道３４号」が立体交差する全国的にも珍しいスポットの愛称が決定しました。 

 

Ⅰ 愛称 

   

西九州クロス川登  ※名付け親 山﨑剛太郎さん（武雄市武雄町） 

 

Ⅱ 説明（名称に込められた意味） 

  日本の近代化をもたらした「旧長崎街道」があって、「西九州新幹線」、「西九州自動車道」、

「国道３４号」の３つが交わる所であり、西九州地域の政治、経済、文化、情報等の交流点

と考えられる。 

 

Ⅲ 詳細 

全国（４５都道府県）から１，０４５通の応募があり、東川登町まちづくり推進協議会で

厳正な審査をした結果、山﨑剛太郎さん（武雄市武雄町）の愛称に決定しました。最優秀

賞（名付け親）に選ばれた山﨑さんには、当協議会より西九州新幹線（武雄温泉-長崎間）

のペア往復乗車券（指定席）を進呈しました。また、優秀賞（４名様）の発表については、

当選証明書の発送をもってかえさせていただきます。 

 

 

― 本件に関するお問い合わせ先 ― 

東川登町まちづくり推進協議会（事務局：東川登公民館） TEL ０９５４－２３－３００９ 
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